
本
稿
で
採
り
あ
げ
る
の
は
、
私
の
故
郷
で
あ
る
和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
口
町
大
字
名
倉

（
当
時
の
称
呼
で
は
紀
伊
国
伊
都
郡
中
組
名
倉
村
）
の
旧
家
・
前
田
家
に
伝
来
す
る
俳
諧
資

料
中
の
一
つ
で
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
正
月
に
開
催
さ
れ
た
文
鵲
こ
と
前
田
文
治
郎
の

古
稀
の
賀
に
お
い
て
巻
か
れ
た
歌
仙
と
、
そ
の
際
に
集
め
ら
れ
た
俳
諧
仲
間
の
発
句
を
収
載

し
た
も
の
で
あ
る
。

縦
×
横
、
二
四
・
二
×
一
七
・
二
セ
ン
チ
、
半
紙
・
袋
綴
十
九
丁
、
表
紙
は
な
く
、
一
丁

表
か
ら
本
文
が
始
ま
る
。
前
半
七
丁
の
内
容
は
、
中
和
亭
の
序
文
の
付
い
た
「
文
鵲
七
十
賀

歌
仙
」
一
巻
の
後
、
文
鵲
の
自
賀
、
嚶
鳥
、
李
渓
、
鸞
仙
の
賀
辞
と
発
句
が
続
く
。
中
和
亭

は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
名
倉
連
の
指
導
者
的
立
場
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
柳
吹
の
師

で
、
喜
志
康
親
『
紀
州
郷
土
　
芸
術
家
小
伝
』（
昭
和
四
年
）
に
は
「
市
川
徒
鳴
。
通
称
を
紋
左

衛
門
と
云
ふ
。
号
を
中
和
亭
と
称
し
て
美
濃
風
一
派
の
宗
匠
な
り
。
今
、
其
の
歿
年
・
享
年

を
逸
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
前
田
家
に
は
、
彼
の
発
句
短
冊
が
多
く
伝
え
ら

れ
て
お
り
、
ま
た
近
隣
・
河
根
丹
生
神
社
（
注
一
）
境
内
に
は
「
白
梅
や
楮
を
さ
ら
す
一
在

所
」
の
句
碑
が
あ
る
。
嚶
鳥
は
文
鵲
の
三
男
・
幸
助
、
李
渓
は
次
男
・
源
助
と
推
定
さ
れ
る

（
注
二
）。
鸞
仙
に
つ
い
て
は
、
不
明
で
あ
る
。

（
注
一
）
伊
都
郡
九
度
山
町
河
根

（
注
二
）
李
渓
が
文
鵲
こ
と
文
治
郎
の
実
子
で
、
か
つ
嚶
鳥
の
兄
で
あ
る
こ
と
は
、
本
文
中
の
記
述
か
ら
確
実
。
文

治
郎
の
三
人
の
息
子
（
徳
次
郎
・
源
助
・
幸
助
）
の
中
、
長
男
・
徳
次
郎
は
天
保
六
年
に
死
去
し
て
い
る
の
で
、

李
渓
が
二
男
・
源
助
、
嚶
鳥
が
三
男
・
幸
助
と
推
測
さ
れ
る
。

続
く
第
八
〜
十
四
丁
は
「
名
録
」
と
題
さ
れ
、
名
倉
連
、
妙
寺
連
、
新
在
家
連
、
名
手

連
、
粉
川
連
、
日
高
藤
井
連
、
本
府
城
西
連
の
七
つ
の
俳
諧
社
中
か
ら
各
人
一
句
で
集
め
ら

れ
た
発
句
が
、
社
中
ご
と
に
計
六
一
句
収
め
ら
れ
て
い
る
。
妙
寺
連
は
伊
都
郡
妙
寺
村
（
注

三
）、
新
在
家
連
は
同
新
在
家
村
（
注
四
）、
名
手
連
は
那
賀
郡
市
場
村
（
注
五
）、
粉
川
連
は
同

粉
河
村
（
注
六
）、
日
高
藤
井
連
は
日
高
郡
藤
井
村
（
注
七
）、
本
府
城
西
連
は
和
歌
山
城
下
西

部
の
俳
諧
社
中
で
、
当
時
、
紀
伊
国
内
に
は
美
濃
派
塊
亭
門
の
壮
大
な
俳
諧
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
柏
本
史
和
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
（
注
八
）、
名

倉
連
も
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
網
目
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
注
三
）
現
・
伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町
妙
寺
。
名
倉
か
ら
約
四
キ
ロ
西
方
の
大
和
街
道
沿
い
。

（
注
四
）
現
・
伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町
蛭
子
。
も
と
大
谷
村
の
支
村
。
名
倉
か
ら
約
七
キ
ロ
西
方
で
、
大
和
街
道
を
北

境
と
し
て
大
谷
村
に
接
す
る
。
村
内
に
庚
申
堂
が
あ
り
、
そ
こ
に
奉
納
さ
れ
た
天
保
六
年
の
俳
諧
扁
額
に
は
、

本
資
料
と
共
通
す
る
名
前
が
多
く
見
ら
れ
る
。
序
文
は
五
橘
翁
（
吉
田
風
圭
）、
跋
装
は
緑
涛
主
人
（
池
端
風
袋
）

前田家所蔵『文鵲七十賀俳諧集』（仮称）について180
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で
、
共
に
塊
亭
門
下
の
高
足
で
あ
る
（『
か
つ
ら
ぎ
町
誌
』
一
一
九
三
ペ
ー
ジ
）。
同
時
期
、
同
所
に
は
風
袋
と
風

圭
の
句
碑
も
建
立
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
「
木
啄
も
耳
た
つ
花
の
盛
哉
」、
後
者
は
「
聞
度
に
□
□
□
心
や
ほ

と
ゝ
き
す
」（
中
三
字
難
読
）

（
注
五
）
現
・
那
賀
郡
那
賀
町
名
手
市
場
。
名
倉
か
ら
約
十
五
キ
ロ
西
方
の
大
和
街
道
沿
い
。

（
注
六
）
現
・
那
賀
郡
粉
河
町
粉
河
。
粉
河
寺
の
門
前
町
。『
新
続
犬
筑
波
集
』
を
見
る
と
、
古
く
、
定
義
、
吉
成
、

忠
益
、
旦
夕
と
い
っ
た
作
者
の
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
が
、
そ
れ
ら
と
の
関
連
は
現
在
の
と
こ
ろ
見
出

す
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
注
七
）
現
・
御
坊
市
藤
井
。
道
成
寺
の
門
前
に
当
た
り
、
ま
た
物
資
の
集
散
地
と
し
て
繁
栄
し
た
。

（
注
八
）『
和
歌
山
県
の
俳
句
俳
諧
史
』（
平
成
十
五
年
）

第
十
五
、
十
六
丁
に
墨
付
は
な
く
、
十
八
丁
以
後
に
正
月
廿
日
付
嚶
鳥
宛
江
阿
坊
書
状
が

付
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
書
状
の
記
述
に
よ
り
、
嚶
鳥
の
依
頼
を
う
け
て
、
江
阿
坊
が
板
行

の
た
め
に
清
書
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。
た
だ
し
、
清
書
後
も
、
歌
仙
各
句
の
作

者
に
つ
い
て
の
訂
正
や
、
採
録
句
の
入
れ
替
え
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
現
存
状
態
か
ら
知

れ
、
こ
の
資
料
が
板
行
に
至
っ
た
も
の
が
ど
う
か
は
今
の
所
あ
き
ら
か
で
は
な
い
。
実
際
に

板
行
さ
れ
た
な
ら
、
当
然
、
適
当
な
書
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
今

の
所
不
明
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
取
り
敢
え
ず
「
文
鵲
七
十
賀
俳
諧
集
」
と
仮
称
す
る
こ

と
と
し
た
。
江
阿
坊
は
、『
紀
州
郷
土
　
芸
術
家
小
伝
』
に
「
土
橋
丁
鶴
。
名
は
次
郎
兵
衛
、

ま
た
は
次
郎
八
と
云
ふ
。
俳
号
を
丁
鶴
。
別
に
江
阿
坊
の
号
を
有
す
。
鞄
葉
舎
と
称
す
。
若

山
田
中
町
に
住
し
て
岡
崎
屋
と
云
ひ
、
俗
に
岡
次
郎
を
以
っ
て
世
に
知
ら
る
。
池
端
風
岱
の

後
を
継
い
で
二
代
の
宗
匠
た
り
。
海
草
郡
岡
崎
御
坊
に
葬
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
注
九
）。

名
倉
連
関
係
の
俳
諧
資
料
に
は
彼
に
添
削
・
批
点
を
乞
う
た
も
の
が
多
く
、
ま
た
短
冊
も
多

く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

（
注
九
）
歿
年
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
安
政
三
年
五
月
の
日
付
を
有
す
る
「
桃
賀
俳
諧
控
」
と
い
う
資
料

に
「
江
阿
亡
師
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
少
し
前
に
死
去
し
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
。

前
田
家
と
名
倉
連
・
双
松
舎
に
つ
い
て

名
倉
は
、
紀
ノ
川
中
流
域
の
一
支
流
で
あ
る
田
原
川
が
紀
ノ
川
の
氾
濫
原
と
出
会
う
所
に

発
達
し
た
集
落
で
あ
る
。
古
く
、
高
野
山
領
伊
都
郡
官
省
符
荘
三
十
六
ヶ
村
中
の
一
村
で
あ

っ
た
が
、
そ
こ
は
ま
た
紀
ノ
川
に
沿
っ
た
紀
伊
・
大
和
を
結
ぶ
交
通
ラ
イ
ン
か
ら
、
今
日

「
町
石
道
」
と
呼
ば
れ
る
紀
ノ
川
流
域
と
高
野
山
を
結
ぶ
ル
ー
ト
が
分
岐
す
る
位
置
に
当
た

る
近
郷
の
要
地
で
あ
り
、
か
つ
交
易
の
場
所
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
、
地
内
に
残
さ
れ
た
「
城

跡
」「
市
場
北
脇
」「
市
場
南
脇
」
の
小
字
名
か
ら
も
窺
い
知
れ
る
所
で
あ
る
。
そ
の
地
に
、

江
戸
時
代
後
期
、「
名
倉
連
」（
注
一
〇
）
と
称
さ
れ
る
俳
諧
結
社
が
形
成
さ
れ
活
発
な
運
動
を

展
開
し
て
い
た
こ
と
は
、
一
時
期
全
く
忘
れ
ら
れ
た
状
態
に
あ
っ
た
が
、
前
田
酉
一
氏
を
初

め
と
す
る
地
元
有
志
の
方
々
に
よ
っ
て
、
近
年
よ
う
や
く
そ
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
そ
の
名
倉
連
の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
俳
号
・
文
鵲
こ
と
前
田
文
治
郎
で
あ
り
、

名
倉
連
の
活
動
の
拠
点
が
彼
の
居
宅
「
双
松
舎
」
で
あ
っ
た
。

（
注
一
〇
）
本
書
で
は
、
便
宜
的
に
「
名
倉
連
」
に
統
一
し
た
が
、
文
政
期
の
資
料
に
は
「
双
松
連
」
の
称
呼
を
用

い
て
い
る
も
の
も
存
在
す
る
。
恐
ら
く
初
め
は
、
内
部
的
に
は
双
松
連
と
呼
ば
れ
、
名
倉
連
は
対
外
的
に
用
い

る
名
称
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

前
田
家
の
屋
号
は
辻
本
屋
。
古
く
よ
り
名
倉
に
居
住
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
資
料

に
よ
り
活
動
が
知
れ
る
の
は
文
治
郎
の
先
代
・
嘉
助
か
ら
で
あ
る
。
前
田
家
過
去
帳
に
よ
れ

ば
延
享
三
（
一
七
四
六
）
年
の
生
ま
れ
。
父
は
嘉
八
郎
と
言
っ
た
が
十
一
歳
の
時
死
別
。
以
後

母
に
仕
え
家
業
に
精
励
す
る
一
方
、
石
門
の
心
学
を
修
業
し
、
文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
、
紀

州
公
よ
り
「
心
学
出
精
褒
状
」
と
『
論
語
集
解
標
記
』
一
部
を
賜
っ
た
。
文
化
十
（
一
八
一
三
）

年
六
月
、
伊
都
郡
中
組
大
庄
屋
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
年
十
月
、
前
田
家
は
「
地
士
」
と
し
て

「
永
代
帯
刀
人
」
と
な
っ
た
。
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
没
、
七
十
歳
。

文
鵲
こ
と
文
治
郎
は
、
過
去
帳
に
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
歿
、
七
十
五
歳
と
あ
る
こ
と
か

ら
逆
算
す
れ
ば
明
和
二
（
一
七
七
三
）
年
の
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
前
田
酉
一
氏
よ
り

聞
く
所
で
は
、
嘉
助
の
実
子
で
は
な
く
、
那
賀
郡
名
手
の
「
布
屋
」
と
伝
え
ら
れ
る
某
家
か

ら
養
子
に
迎
え
ら
れ
、
嘉
助
の
長
女
・
お
く
ま
を
娶
り
家
督
を
継
い
だ
。
心
学
に
も
父
の
業

を
継
承
し
て
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
後
出
の
「
文
化
十
四
歳
心
学
の
節
触
名
前
覚
帳
」
や

「
天
保
六
年
心
学
控
」
よ
り
知
れ
る
が
、
何
よ
り
俳
諧
を
愛
好
し
た
こ
と
は
、
本
資
料
中
の

自
賀
に
「
道
は
つ
と
め
て
今
日
の
変
化
を
知
り
、
俳
諧
は
遊
び
て
行
脚
の
便
を
求
む
る
に
も

あ
ら
ね
ど
、
塊
老
師
の
門
に
入
り
て
風
雅
に
遊
ぶ
事
、
横
好
き
な
る
か
ら
、
双
松
の
二
字
を

標
号
に
玉
は
り
し
が
」
と
記
す
と
お
り
で
あ
る
（
注
一
一
）。
三
男
二
女
が
あ
っ
た
が
、
長

男
・
徳
次
郎
は
家
督
を
譲
ら
れ
な
が
ら
天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
、
四
十
歳
で
父
に
先
立
っ
て

死
去
し
た
た
め
、
前
田
家
は
文
治
郎
の
手
に
再
度
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
家
督
は
、

そ
の
後
、
文
治
郎
の
孫
・
嘉
助
（
三
代
前
と
同
名
、
元
治
二
年
歿
、
三
十
三
歳
）
に
譲
ら

れ
、
豊
太
郎
（
明
治
十
七
年
歿
、
二
十
五
歳
）、
友
次
郎
（
昭
和
十
年
歿
、
六
十
四
歳
）
と
継

承
さ
れ
た
。
友
次
郎
は
長
く
地
元
の
郵
便
局
長
、
学
務
委
員
等
を
務
め
、
そ
の
事
跡
と
人
柄
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に
つ
い
て
は
今
も
敬
慕
す
る
者
が
多
い
。
友
次
郎
の
嫡
男
が
、
田
中
角
栄
内
閣
で
科
学
技
術

庁
長
官
に
任
ぜ
ら
れ
、
更
に
参
議
院
副
議
長
を
務
め
た
佳
都
男
氏
で
あ
り
、
そ
の
佳
都
男
氏

の
嫡
男
が
村
山
内
閣
で
法
務
大
臣
を
務
め
た
現
当
主
・
勲
氏
で
あ
る
。

（
注
一
一
）
引
用
中
の
「
道
は
つ
と
め
て
〜
行
脚
の
便
を
求
む
」
の
文
は
、
支
考
が
、
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
の
芭

蕉
十
七
回
忌
の
法
会
に
際
し
洛
東
・
双
林
寺
境
内
に
建
立
し
た
碑
文
中
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
文
鵲
は
こ
れ
に

先
立
つ
某
亥
年
（
文
政
十
年
ま
た
は
天
保
十
年
）
十
月
に
京
都
見
物
の
旅
を
し
て
お
り
、
そ
の
時
の
紀
行
（
自
筆
）

が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
は
、
そ
の
碑
文
を
見
て
感
激
し
、「
合
す
手
に
有
難
泪
時
雨
け
り
」
と
詠
じ
て
い
る
。

名
倉
に
、
大
和
街
道
に
沿
っ
て
商
家
が
立
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
が
い
つ
の
頃
か
ら
で

あ
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
江
戸
中
期
、
宝
永
六
（
一
七
〇
九
）
の
「
葛
城
先
達
峰

中
勤
式
回
行
記
」
と
い
う
資
料
か
ら
は
、
既
に
「
名
蔵
ノ
町
」
と
呼
ば
れ
、
商
業
神
た
る
恵

比
須
神
の
勧
請
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
（
注
一
二
）。
店
舗
を
兼
ね
た
前
田
家
の
居
宅
は
、

そ
の
東
西
に
走
る
大
和
街
道
と
名
倉
の
産
土
神
で
あ
る
八
幡
宮
の
門
前
か
ら
南
北
に
高
野

政
所
・
慈
尊
院
へ
の
渡
船
場
に
至
る
道
路
が
交
差
す
る
所
に
位
置
す
る
。「
辻
本
屋
」
の
屋

号
は
、
或
い
は
そ
の
よ
う
な
立
地
条
件
に
由
来
す
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
建
物
を

「
双
松
舎
」
と
称
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
元
に
は
早
く
初
代
・
嘉
助
の
時
代
か
ら
の
こ
と

と
す
る
見
解
が
あ
る
が
、
先
の
引
用
の
ご
と
く
、
文
鵲
こ
と
文
治
郎
が
、
そ
の
俳
諧
の
師
・

松
尾
塊
亭
か
ら
与
え
ら
れ
た
標
号
で
あ
る
。
庭
に
二
本
の
松
の
木
が
並
ん
で
植
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
に
由
来
す
る
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
現
在
、
奈
良
県
香
芝
市
に
在
住
の
前
田
晴
子
氏

（
現
当
主
・
勲
氏
の
従
姉
）
に
拠
れ
ば
、
そ
の
二
本
の
松
は
昭
和
初
期
ま
で
残
っ
て
い
て
、

子
供
た
ち
は
そ
こ
に
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
吊
る
し
て
遊
ん
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
勲
氏
は

政
界
引
退
後
生
活
の
基
盤
を
東
京
に
お
か
れ
て
い
る
の
で
、
名
倉
の
邸
宅
の
管
理
に
は
、
現

在
、
分
家
筋
で
文
治
郎
の
五
代
の
後
に
当
た
る
酉
一
氏
が
当
た
っ
て
お
ら
れ
る
。

（
注
一
二
）
玉
井
昌
士
氏
「
郷
土
め
ぐ
り
（
名
倉
・
浦
の
段
）
資
料
」（
平
成
九
年
）

名
倉
連
の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

前
田
家
所
蔵
の
俳
諧
資
料
に
記
さ
れ
て
い
る
最
古
の
年
記
は
文
政
四
（
一
八
二
一
）
年
で
あ

る
が
、
柏
本
史
和
氏
『
和
歌
山
県
の
俳
句
俳
諧
史
』（
平
成
十
五
年
）
に
拠
れ
ば
、
そ
れ
よ
り
も

古
く
、
文
化
十
一
（
一
八
一
四
）
年
に
板
行
さ
れ
た
『
更
衣
賀
』
に
は
、「
名
手
連
」
と
「
伊
都

名
倉
連
」
と
が
一
括
さ
れ
て
十
五
名
の
句
が
収
め
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
（
四
三
ペ
ー

ジ
）。
調
査
の
機
会
を
得
な
い
ま
ま
時
日
を
逸
し
、
そ
の
十
五
名
の
名
を
こ
こ
に
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
も
し
そ
こ
に
文
鵲
の
名
が
あ
る
な
ら
四
十
二
歳
の
時
に

当
た
る
。
な
お
、
更
に
そ
れ
に
先
だ
ち
、
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
の
丁
ノ
町
村
・
辷
戸
観
音

堂
に
奉
納
さ
れ
た
「
折
笠
千
句
集
」
扁
額
の
作
者
中
に
は
名
倉
の
住
人
と
し
て
「
卯
月
」

「
象
笑
」
の
名
が
見
え
る
が
（
注
一
三
）、
そ
の
内
容
は
い
わ
ゆ
る
折
句
、
笠
付
を
集
め
た
言
語

遊
戯
的
な
色
彩
が
濃
厚
な
も
の
で
（
注
一
四
）、
伊
都
郡
内
に
美
濃
派
塊
亭
門
の
俳
諧
が
普
及

す
る
以
前
の
作
風
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
点
で
文
鵲
等
の
名
倉
連
の
俳
諧
に
結
び
つ
く
も
の
で

は
あ
る
ま
い
。

（
注
一
三
）『
か
つ
ら
ぎ
町
誌
』
一
一
九
〇
ペ
ー
ジ
。

（
注
一
四
）「
折
句
」
は
、
三
字
の
語
が
題
と
し
て
与
え
ら
れ
、
そ
れ
を
五
七
五
の
最
初
に
置
い
て
発
句
を
作
る
。
扁

額
内
の
例
句
を
挙
げ
る
な
ら
、「
ホ
ノ
ホ
」
に
対
し
「
堀
端
の
軒
へ
引
込
む
星
月
夜
」
と
す
る
ご
と
く
で
あ
る
。

「
堀
端
」
の
「
ほ
」、「
軒
」
の
「
の
」、「
星
月
夜
」
の
「
ほ
」
で
、「
ほ
の
ほ
（
炎
）」
と
な
る
。
ま
た
、「
笠
付
」

は
、
五
七
五
の
最
初
の
五
字
が
題
と
し
て
与
え
ら
れ
、
そ
れ
に
各
人
が
七
五
を
付
け
て
発
句
と
す
る
。
扁
額
内

の
例
句
を
挙
げ
る
な
ら
、「
恋
こ
が
れ
」
に
対
し
「
添
ひ
寝
も
な
ら
ぬ
内
裏
雛
」
と
す
る
ご
と
く
で
あ
る
。）

文
鵲
七
十
賀
に
先
だ
つ
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
八
月
に
奉
納
さ
れ
た
先
述
の
「
新
在
家
村

庚
申
堂
俳
諧
扁
額
」
に
は
、
名
倉
の
肩
書
を
付
さ
れ
て
起
石
、
柳
吹
、
蘭
甫
、
里
夕
、
一
窓

の
名
が
見
え
る
が
、
そ
の
中
、
柳
吹
、
里
夕
の
二
名
は
「
文
鵲
七
十
賀
歌
仙
」
に
共
通
し
て

お
り
、
他
の
三
名
も
恐
ら
く
名
倉
連
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
文
鵲
七
十
賀
歌
仙
」
の
連
衆
は
中
和
亭
、
文
鵲
、
李
渓
、
梧
山
、
秋
英
、
五
漣
、
湖
柳
、

伊
僊
、
巾
吹
、
可
全
、
甫
三
、
子
仙
、
翠
葉
、
英
志
、
琴
泉
、
嚶
鳥
、
三
止
、
里
夕
、
柳
吹
、

三
光
、
逸
中
、
柳
蛙
の
二
十
二
名
で
あ
る
。
そ
の
中
、
前
述
の
中
和
亭
と
李
渓
を
除
く
二
十

名
は
、
後
半
の
「
名
録
」
に
そ
の
名
が
見
え
、
名
倉
連
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
が
知
れ

る
。
そ
の
中
に
お
い
て
、
現
存
資
料
か
ら
推
測
し
て
、
力
量
的
に
も
っ
と
も
高
く
評
価
さ
れ

指
導
者
的
立
場
に
あ
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
柳
吹
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
紀
州
郷
土
　
芸

術
家
小
伝
』
に
は
「
柳
吹
」
の
項
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、「
那
賀
郡
名
手
町
の
住
人
な
り
。

市
川
徒
鳴
の
門
に
入
り
、
俳
諧
を
巧
み
に
し
て
其
の
高
足
た
り
。
師
の
跡
を
継
ぐ
べ
き
人
な

る
も
、
遠
隔
の
地
に
住
す
る
を
不
便
と
し
て
、
自
か
ら
之
を
受
け
ず
。
一
時
そ
の
文
台
を
預

か
り
、
後
、
之
を
中
川
桃
花
園
に
譲
れ
り
。
当
時
、
粉
河
或
い
は
高
野
地
方
、
塊
亭
派
頗
る

振
る
へ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
他
方
、
同
書
「
久
保
緑
煙
亭
」
の
項
に
も
、「
字
は
柳

吹
。
新
助
と
称
す
。
別
号
を
乙
鳥
庵
と
云
ふ
。
伊
都
郡
名
倉
の
人
な
り
。
俳
句
を
善
く
せ

り
」
と
あ
っ
て
、
同
時
期
、
名
手
と
名
倉
に
二
人
の
柳
吹
が
い
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
は
、
柳
吹
が
若
い
こ
ろ
名
手
に
住
ん
で
い
た
が
、
後
、
活
動
の
拠
点
を
名
倉
に
移
し
た
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と
考
え
れ
ば
矛
盾
は
な
く
（
注
一
五
）、
二
項
は
同
一
人
を
記
述
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
地
元
で
は
柳
吹
に
つ
い
て
可
貫
氏
の
祖
と
伝
え
ら
れ
、『
紀
州
郷
土
　
芸
術
家
小
伝
』

に
久
保
氏
と
あ
る
の
に
一
致
し
な
い
が
、
婚
姻
そ
の
他
の
事
情
で
数
代
の
う
ち
に
姓
が
変
わ

る
の
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
か
ら
、
こ
れ
も
絶
対
的
な
難
点
と
は
な
る
ま
い
。
先
に
挙
げ
た

「
新
在
家
村
庚
申
堂
俳
諧
扁
額
」
に
は
「
簑
虫
の
か
わ
く
隙
な
き
五
月
か
な
」
の
句
が
見
え
、

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
二
月
に
は
、
郡
内
・
中
飯
降
村
城
山
神
社
に
あ
る
塊
翁
句
碑
建
立
の

発
起
人
と
な
り
（
注
一
六
）、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
は
、
そ
れ
以
前
、
彼
に
よ
っ
て
慈
尊
院

境
内
に
建
立
さ
れ
て
い
た
塊
亭
句
碑
（
妻
乞
の
夢
の
一
声
夜
の
雉
子
）
に
並
ぶ
位
置
に
、
彼

の
「
明
ほ
の
や
雲
と
わ
か
る
ゝ
山
桜
」
の
句
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
生
年
、
歿
年
は
と
も

に
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
発
行
の
句
誌
『
道
の
光
り
』
に
「
緑

煙
老
師
」
と
し
て
序
文
と
「
徳
に
富
む
道
の
ひ
か
り
や
冬
牡
丹
」
の
句
を
寄
せ
て
い
る
の
で

（
注
一
七
）、
そ
こ
ま
で
は
生
存
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
注
一
五
）
中
飯
降
村
は
現
・
か
つ
ら
ぎ
町
中
飯
降
。
妙
寺
の
東
〜
北
方
に
隣
接
す
る
。
句
は
「
尊
さ
よ
あ
ち
へ
も

に
ほ
ふ
東
風
の
梅
」。
側
面
に
「
慶
応
二
丙
寅
如
月
」
の
日
付
が
あ
り
、
裏
に
、「
発
起
人
」
と
し
て
「
緑
烟
亭

柳
吹
」、「
補
助
」
と
し
て
「
葛
南
連
」「
名
倉
連
」「
鳰
浦
連
」「
恋
野
連
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
葛
南
連
」
は
、

現
・
か
つ
ら
ぎ
町
笠
田
中
の
旧
家
・
草
田
家
に
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
（『
か
つ
ら
ぎ
町
誌
』
一
一
九
六
ペ

ー
ジ
、「
つ
ね
女
の
米
寿
を
祝
う
南
紀
葛
城
連
賀
章
」）、
そ
の
付
近
の
作
者
に
よ
る
俳
諧
社
中
と
推
定
さ
れ
る
。

「
恋
野
連
」
は
伊
都
郡
恋
野
村
（
現
・
橋
本
市
隅
田
町
恋
野
）、「
鳰
浦
連
」
は
不
明
で
あ
る
が
、
三
者
と
も
「
文

鵲
七
十
賀
俳
諧
集
」
に
は
見
え
な
い
社
中
で
あ
り
、
天
保
よ
り
慶
応
に
か
け
て
、
美
濃
派
塊
亭
門
の
俳
諧
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
、
伊
都
郡
内
で
は
柳
吹
を
中
心
と
し
て
更
に
密
度
を
濃
く
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

（
注
一
六
）
柳
吹
の
名
手
か
ら
名
倉
へ
の
移
住
に
つ
い
て
は
、
若
い
頃
か
ら
の
俳
諧
好
き
で
あ
っ
た
文
鵲
が
、
名
手

の
某
家
か
ら
名
倉
の
前
田
家
に
養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
こ
と
が
関
連
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

（
注
一
七
）『
橋
本
市
史
　
下
巻
』
四
八
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
そ
こ
で
緑
煙
老
人
に
つ
い
て
堺
の
人
と
記
す
の
は
、
恐
ら

く
、
字
体
の
紛
れ
か
ら
、
彼
が
塊
亭
の
門
よ
り
出
た
こ
と
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

柳
吹
以
外
の
作
者
に
つ
い
て
は
、
嚶
鳥
が
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
文
鵲
の
三
男
・
幸
助
と

推
測
さ
れ
る
こ
と
の
他
に
、「
文
鵲
七
十
賀
歌
仙
」
の
メ
ン
バ
ー
で
、
そ
の
伝
の
知
れ
る
作

者
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、「
文
鵲
七
十
賀
歌
仙
」
の
メ
ン
バ
ー
の
実
態
を
知

る
手
が
か
り
が
他
に
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
が
、
同
時
期
、
名
倉
村
内
で
活
動
し

て
い
た
先
述
の
心
学
グ
ル
ー
プ
関
係
の
資
料
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
「
文
化
十
四
歳
十
月

心
学
の
節
触
名
前
覚
帳
」
と
題
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
こ
に
は
「
会
輔
」
と
し
て
「
米
屋
吉
兵

衛
、
米
庄
、
寄
屋
、
山
新
、
山
久
、
油
権
、
辻
武
、
毛
久
、
阪
茂
、
栄
蔵
、
若
新
、
西
長
、

絹
屋
、
島
利
、
辻
市
、
清
水
屋
甚
助
、
立
貞
、
山
藤
、
今
城
、
加
藤
、
新
角
、
柏
屋
、
中
屋
、

長
岡
、
藤
新
、
柳
助
、
碇
屋
伝
兵
衛
、
矢
田
善
兵
衛
、
地
蔵
寺
、
西
福
寺
」
と
三
十
の
名
称

が
記
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
「
天
保
六
年
心
学
控
」
と
題
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
こ
に
は

「
心
学
社
中
」
と
し
て
、
碇
屋
伝
兵
衛
、
辻
本
屋
市
兵
衛
、
布
屋
左
市
、
油
屋
柳
助
、
し
ま

や
利
兵
衛
、
西
飯
降
屋
長
兵
衛
、
平
の
屋
久
兵
衛
、
為
右
衛
門
、
新
屋
角
兵
衛
、
亀
岡
助
次

郎
、
志
ま
屋
新
兵
衛
、
今
城
周
平
、
西
飯
降
屋
藤
兵
衛
、
亀
屋
彦
右
衛
門
、
中
屋
林
蔵
、
升

屋
藤
助
、
山
家
屋
新
七
、
寄
屋
新
助
、
河
内
屋
利
助
、
米
屋
定
七
、
山
家
屋
与
市
、
辻
本
屋

武
助
、
山
家
屋
久
兵
衛
、
米
屋
庄
助
、
名
倉
屋
十
兵
衛
、
阪
本
屋
茂
助
、
木
綿
屋
久
兵
衛
、

竹
忠
、
足
袋
屋
喜
兵
衛
の
二
十
九
名
の
名
が
挙
げ
ら
れ
、
更
に
「
未
三
月
廿
九
日
　
善
導
人

数
」
と
し
て
、
足
袋
屋
弥
右
衛
門
、
升
屋
藤
助
、
木
村
屋
甚
兵
衛
、
布
屋
源
助
、
小
畑
屋
千

兵
衛
、
碇
屋
善
助
、
辻
本
屋
林
兵
衛
、
米
屋
大
蔵
、
今
城
養
建
、
伏
原
・
石
井
伝
兵
衛
、
西

飯
降
屋
藤
兵
衛
、
辻
本
屋
定
七
の
十
二
名
が
付
加
さ
れ
て
い
る
（『
高
野
口
町
誌
　
下
巻
』
八
〇
八

ペ
ー
ジ
）。

前
者
は
文
鵲
七
十
賀
の
二
五
年
前
の
資
料
、
後
者
は
同
じ
く
七
年
前
の
も
の
で
、
そ
の
間

十
八
年
の
隔
た
り
が
あ
る
が
、
両
者
の
間
に
は
共
通
す
る
と
思
わ
れ
る
名
も
多
く
存
在
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
屋
号
及
び
本
名
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
富
商
層
を
中
心

と
す
る
当
時
の
名
倉
の
有
力
者
達
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
考
え

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
近
郷
中
の
大
村
と
言
っ
て
も
、『
紀
伊
続
風
土
記
』（
天
保
十
年
刊
）

に
拠
れ
ば
、
当
時
名
倉
村
の
戸
数
は
二
七
七
、
人
口
は
八
五
二
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
ん
な
狭
い
世
間
で
、
同
じ
く
文
鵲
こ
と
前
田
文
治
郎
を
中
心
に
し
つ
つ
メ
ン
バ
ー

を
全
く
異
に
す
る
心
学
、
俳
諧
二
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
た
と
考
え
る
の
は
些
か
不
自
然
で
あ

ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
二
グ
ル
ー
プ
に
は
か
な
り
多
く
の
メ
ン
バ
ー
の
重
な
り
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
、「
文
化
十
四
歳
十
月
心
学
の
節
触
名
前
覚
帳
」

に
見
え
る
「
矢
田
善
兵
衛
」
で
あ
る
が
、「
文
鵲
七
十
賀
歌
仙
」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
「
琴

泉
」
は
、
前
田
家
蔵
の
『
混
吟
千
種
』
と
題
さ
れ
た
資
料
に
お
い
て
は
、「
矢
田
」
の
肩
書

が
付
さ
れ
て
句
が
採
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
両
者
は
同
一
人
（
ま
た
は
そ
の
縁
者
）
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
。
も
う
一
例
、
か
な
り
は
っ
き
り
し
た
所
を
挙
げ
れ
ば
、「
天
保
六
年
心
学

控
」
の
「
未
三
月
廿
九
日
　
善
導
人
数
」
中
に
「
辻
本
屋
定
七
」
の
名
が
見
え
る
が
、
彼
が

文
鵲
の
娘
婿
・
定
七
（
次
女
・
お
直
の
夫
、
明
治
六
年
歿
、
五
十
九
歳
）
で
あ
る
こ
と
は
、

ま
ず
間
違
い
が
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
、
そ
の
名
は
「
文
鵲
七
十
賀
歌
仙
」
に
は
見
え
な
い
も

の
の
、
前
述
の
『
混
吟
千
種
』
に
お
い
て
は
、「
塵
塚
も
庭
の
景
な
り
今
朝
の
雪
」「
寒
声
や
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縄
手
を
幾
度
行
戻
り
」
二
句
の
作
者
と
し
て
「
定
七
」
と
記
さ
れ
お
り
、
名
倉
連
の
一
員
で

あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
の
で
あ
る
（
注
一
八
）。
更
に
言
え
ば
、「
天
保
六
年
心
学
控
」
の
「
心

学
社
中
」
の
二
番
目
に
名
の
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
辻
本
屋
市
兵
衛
」
は
先
代
・
嘉
助
の
次

女
・
ト
キ
の
夫
で
あ
る
が
（
注
一
九
）、
そ
の
姻
戚
関
係
か
ら
し
て
彼
が
文
鵲
七
十
賀
の
宴
席

に
は
出
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
そ
し
て
、
も
し
そ
う
な
ら
、
彼
が
俳
諧
に
全
く

関
心
の
な
い
人
物
で
な
い
限
り
、
歌
仙
の
句
の
ど
れ
か
が
彼
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
は
当
然
許

さ
れ
る
推
測
で
あ
ろ
う
。
更
に
推
測
す
る
な
ら
、
先
述
の
ご
と
く
『
紀
州
郷
土
　
芸
術
家
小

伝
』
に
は
柳
吹
の
称
は
「
新
助
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
、「
心
学
社
中
」
に
「
寄
屋
新
助
」
と
あ

る
の
が
柳
吹
そ
の
人
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
個
々
の
人
物
に
つ
い
て
一
々
の
対

応
を
つ
け
る
の
は
も
は
や
不
可
能
で
あ
る
が
、
私
は
、
名
倉
連
の
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
「
文

化
十
四
歳
十
月
心
学
の
節
触
名
前
覚
帳
」
あ
る
い
は
「
天
保
六
年
心
学
控
」
に
名
の
見
え
る

中
の
誰
か
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

（
注
一
八
）
本
名
で
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ま
だ
俳
号
を
持
つ
以
前
の
初
心
者
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。『
混
吟
千

種
』
に
採
録
二
句
と
い
う
の
は
、
秋
英
二
十
三
句
、
里
夕
十
五
句
、
文
鵲
十
三
句
な
ど
に
比
較
し
て
著
し
く
少

な
い
。

（
注
一
九
）「
地
蔵
寺
・
勢
田
正
太
郎
家
先
霊
調
」
に
拠
る
。
嘉
永
二
年
歿
、
七
十
一
歳
。
な
お
「
未
三
月
廿
九
日

善
導
人
数
」
中
に
見
え
る
「
辻
本
屋
林
兵
衛
」
は
、
彼
の
長
男
で
あ
る
。

名
倉
連
の
俳
諧
の
作
風
と
そ
の
評
価
に
つ
い
て

蕉
門
十
哲
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
獅
子
庵
・
各
務
支
考
は
、
師
の
没
後
、
芭
蕉
晩
年
の
作

風
で
あ
る
「
軽
み
」
を
も
と
に
「
俗
談
・
平
話
」
を
旨
と
す
る
一
派
を
た
て
た
。
そ
の
一
派

は
彼
の
郷
国
・
美
濃
を
中
心
に
勢
力
を
振
る
っ
た
の
で
「
美
濃
派
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
そ
の

教
え
の
平
易
さ
は
地
方
の
富
農
・
富
商
層
を
主
と
す
る
愛
好
者
に
歓
迎
さ
れ
、
支
考
自
身
の

組
織
者
と
し
て
の
能
力
と
行
動
力
も
あ
っ
て
、
一
部
か
ら
「
田
舎
蕉
門
」
と
蔑
ま
れ
な
が
ら

も
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
全
国
各
地
に
広
ま
っ
た
。

美
濃
派
で
は
芭
蕉
を
初
世
、
支
考
を
二
世
と
す
る
が
、
以
後
、
三
世
・
廬
元
坊
里
紅
、
四

世
・
五
竹
坊
（
五
筑
坊
）
琴
左
と
継
承
さ
れ
る
。
紀
州
に
お
け
る
美
濃
派
俳
諧
の
隆
盛
は
、

二
百
石
取
り
の
和
歌
山
藩
士
で
あ
っ
た
松
尾
塊
亭
が
、
五
竹
坊
の
門
に
入
り
、
文
台
を
許
さ

れ
て
帰
省
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
門
下
で
あ
る
浦
上
風
察
、
池
端
風
岱
、
吉
田
風
圭
等

が
和
歌
山
を
中
心
に
旺
盛
な
活
動
を
お
こ
す
と
共
に
、
日
高
・
御
坊
地
方
で
は
瀬
戸
周
菓
、

田
端
岑
峨
等
、
田
辺
地
方
で
は
田
村
風
邨
、
田
所
八
悟
等
に
よ
っ
て
美
濃
派
俳
諧
が
広
め
ら

れ
、
紀
州
の
俳
諧
は
塊
亭
門
の
美
濃
派
が
席
捲
す
る
観
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
名
倉
連

の
活
動
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
紀
州
に
お
け
る
塊
亭
門
美
濃
派
俳
諧
の
流
行
の
伊
都
郡
内
に

お
け
る
表
象
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
今
ま
で
論
じ
て
き
た
ご
と
く
で
あ
る
。

美
濃
派
俳
諧
に
対
す
る
一
部
研
究
者
の
評
価
に
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
通
俗
・

平
板
・
凡
庸
・
安
易
・
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
と
言
っ
た
評
語
が
、
美
濃
派
と
言
う
だ
け
で
ま
と
も

な
検
討
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
貼
り
付
け
ら
れ
て
し
ま
う
傾
向
が
強
い
。
名
倉
連
を
初

め
と
す
る
当
時
の
伊
都
・
那
賀
地
方
の
俳
諧
が
、
そ
ん
な
美
濃
派
俳
諧
の
末
流
で
あ
る
こ
と

は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
り
、
実
際
、
本
資
料
に
見
え
る
句
の
中
に
、
そ
の
よ
う
な
評
が
当

て
は
ま
る
も
の
が
存
在
す
る
の
は
認
め
ざ
る
を
得
ま
い
。
し
か
し
、
先
入
観
を
排
し
て
一
々

の
句
を
検
討
し
て
み
る
と
、
意
外
な
ほ
ど
高
水
準
の
句
に
恵
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
私
に
は
感

じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
今
、「
名
録
」
中
の
名
倉
連
の
句
を
具
体
例
と
し
て
採
り
あ
げ
る
こ

と
と
す
る
が
、
次
の
二
句
は
、
私
に
と
っ
て
と
り
わ
け
印
象
的
な
も
の
で
あ
る
。

①
雲
の
峰
は
流
れ
て
涼
し
天
の
川
　
　
　
　
　
　
里
夕

②
虹
を
橋
と
見
る
葛
城
や
花
の
浪
　
　
　
　
　
　
柳
吹

①
は
、
陰
暦
七
月
上
旬
の
夜
、
積
乱
雲
が
湧
き
起
こ
っ
て
い
た
日
中
の
暑
さ
が
嘘
の
よ
う

に
、
晴
れ
た
夜
空
に
銀
河
が
涼
し
く
輝
い
て
い
る
様
を
詠
じ
た
句
で
あ
る
が
、「
天
の
川
」

の
語
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
べ
き
初
秋
の
夜
の
涼
し
さ
が
、「
雲
の
峰
」
の
語
に
よ
っ
て
暗

示
さ
れ
る
日
中
の
暑
さ
と
対
比
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
よ
り
一

層
の
爽
涼
感
を
き
わ
だ
た
せ
る
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
特
に
「
雲
の
峰
は
」
と
字
余
り

に
「
は
」
を
付
加
し
て
「
雲
の
峰
」
を
強
調
し
て
い
る
の
は
巧
妙
で
、
こ
の
句
が
単
に
「
雲

の
峰
流
れ
て
涼
し
天
の
川
」
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
考
え
る
と
、
そ
の
差
は
明
瞭
に
看
取
さ
れ

よ
う
。
天
の
川
を
詠
ん
だ
も
の
と
し
て
は
、
芭
蕉
の
「
荒
海
や
佐
渡
に
横
た
ふ
銀
河
」
の
名

句
が
あ
る
。
そ
れ
に
匹
敵
す
る
と
い
う
の
は
さ
す
が
に
身
贔
屓
に
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
が
、
其

角
の
「
塀
木
ず
ゑ
越
え
て
も
か
よ
へ
天
の
川
」（
続
有
磯
海
）、
嵐
雪
の
「
真
夜
中
や
ふ
り
替

は
り
た
る
天
の
川
」（
其
便
）
な
ど
よ
り
は
、
余
程
現
代
人
に
も
そ
の
よ
さ
が
実
感
で
き
る

句
で
は
あ
る
ま
い
か
。

次
に
、
②
は
、
桜
花
満
開
の
夕
方
、
葛
城
山
か
ら
吉
野
に
か
け
て
大
き
く
虹
が
架
か
っ
て

い
る
光
景
を
、
久
米
の
岩
橋
の
伝
説
を
下
敷
き
に
し
て
詠
じ
た
句
で
あ
る
。
他
所
の
人
に

は
、
伝
説
に
す
が
っ
て
虹
を
橋
と
陳
腐
に
見
立
て
た
だ
け
の
句
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
名
倉
は
紀
ノ
川
（
吉
野
川
）
流
域
北
岸
の
町
で
あ
る
の
で
、
東
北
方
に
眺
望
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の
利
く
地
点
か
ら
眺
め
る
と
、
左
手
に
葛
城
山
が
見
渡
さ
れ
、
紀
ノ
川
を
挟
ん
で
、
右
手
に

吉
野
地
方
の
山
々
が
見
え
る
。
地
元
の
者
な
ら
、
そ
こ
に
大
き
く
虹
が
か
か
っ
て
い
る
光
景

を
想
像
し
さ
え
す
れ
ば
、
こ
の
句
が
い
か
に
実
景
に
即
し
た
見
事
な
出
来
の
も
の
で
あ
る
か

が
即
座
に
納
得
さ
れ
よ
う
。
芭
蕉
の
「
な
ほ
見
た
し
花
に
明
け
行
く
神
の
顔
」
は
芭
蕉
の
名

句
中
の
名
句
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
と
並
べ
る
こ
と
は
出
来
な
い
に
し
ろ
、
同
じ
久
米
の
岩
橋

の
伝
説
を
下
敷
き
に
し
た
句
で
も
、『
続
境
草
』
に
見
え
る
「
名
月
の
夜
や
葛
城
の
神
慮
」

や
、『
阿
羅
野
』
に
見
え
る
「
か
つ
ら
ぎ
の
神
に
は
ふ
と
き
庭
火
か
な
」
と
い
う
句
と
比
較

し
て
段
違
い
の
出
来
で
あ
る
の
は
、
私
の
ご
と
き
地
元
の
人
間
で
な
く
と
も
、
ま
ず
納
得
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
う
。

他
に
も
、
次
の
よ
う
な
句
が
挙
げ
ら
れ
る
。

③
乗
り
替
へ
た
駕
籠
に
ぬ
く
み
や
春
の
雨
　
　
　
逸
中

④
飼
牛
の
相
場
も
た
つ
や
春
の
雨
　
　
　
　
　
　
梧
山

⑤
駒
鳥
鳴
く
や
雪
二
三
寸
四
寸
岩
　
　
　
　
　
　
甫
三

⑥
見
渡
せ
ば
水
の
世
界
や
五
月
雨
　
　
　
　
　
　
三
止

⑦
諂
は
ぬ
姿
気
高
し
白
牡
丹
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
僊

③
は
、
駘
蕩
と
し
た
春
の
雨
の
情
趣
を
、
乗
り
換
え
た
駕
籠
の
仄
か
に
残
る
先
客
の
体
温

か
ら
微
妙
に
感
じ
と
っ
た
も
の
で
あ
り
、
④
も
、
同
じ
情
趣
を
、
農
作
業
用
の
牛
の
売
買
と

い
う
村
方
の
生
活
の
話
題
を
と
り
あ
げ
て
表
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
共
に
そ
の

ね
ら
い
は
十
二
分
に
果
た
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
③
の
句
の
感
覚
の
繊
細
微
妙
さ
、
④

の
実
生
活
に
根
ざ
し
た
季
節
感
、
各
々
珍
重
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
⑤
は
、
春
の

到
来
の
遅
い
高
野
山
麓
の
情
趣
を
駒
鳥
の
声
と
残
雪
に
よ
っ
て
聴
覚
と
視
覚
を
融
合
さ
せ
て

巧
み
に
表
現
し
て
い
る
し
（
注
二
〇
）、
⑥
は
梅
雨
の
長
雨
に
よ
っ
て
、
水
田
の
畔
道
が
水
没

し
て
一
面
の
水
世
界
と
な
っ
て
い
る
光
景
を
大
き
く
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
、
村

の
南
方
の
低
地
に
水
田
が
広
が
っ
て
い
た
名
倉
の
連
衆
に
は
、
あ
り
あ
り
と
実
景
に
即
し
て

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
句
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
⑦
も
ま
た
、
庭
に
堂
々
と
咲
き
誇
る
大
輪
の

白
牡
丹
の
姿
を
描
い
て
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
以
上
の
七
句
を
見
る
だ
け
で
も
、
名
倉
連
の

俳
諧
が
通
俗
・
平
板
・
凡
庸
・
安
易
・
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
と
言
っ
た
評
語
だ
け
で
は
決
し
て
片

付
け
ら
れ
な
い
水
準
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
よ
う
。
名
倉
連
の
句
に
は
、
他
に
も

⑧
章
魚
の
這
ふ
蜑
の
垣
根
や
そ
ば
の
花
　
　
　
　
五
漣

⑨
獅
子
の
間
を
開
ら
け
ば
庭
に
牡
丹
哉
　
　
　
　
英
志

な
ど
、
中
々
に
優
れ
た
句
が
あ
る
。

（
注
二
〇
）「
四
寸
岩
」
は
、
高
野
山
麓
の
神
谷
宿
か
ら
不
動
橋
に
至
る
ル
ー
ト
上
に
あ
っ
た
岩
。「
止
駿
岩
」
と
も
記

さ
れ
る
。
高
野
参
詣
路
中
の
難
所
と
し
て
知
ら
れ
、『
紀
伊
国
名
所
図
会
』
に
も
「
鶺
鴒
の
小
尻
と
が
め
や
四
寸

岩
」
の
句
と
と
も
に
絵
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
⑤
の
句
は
、
こ
の
句
よ
り
も
ず
っ
と
上
出
来
で
は
あ
る
ま
い
か
。

名
倉
連
以
外
の
社
中
の
句
を
見
て
み
て
も
、

⑩
虚
に
吠
る
犬
に
出
て
見
る
寒
さ
哉
　
　
　
　
　
千
峯
（
新
在
家
連
）

⑪
牛
飼
も
つ
な
ぎ
迷
ふ
や
野
の
錦
　
　
　
　
　
　
一
方
（
名
手
連
）

⑫
捨
笠
を
つ
ら
ぬ
い
て
あ
り
芦
の
錐
　
　
　
　
　
霞
渓
（
名
手
連
）

⑬
花
守
の
花
に
気
の
付
く
夕
部
哉
　
　
　
　
　
　
玉
水
（
粉
川
連
）

⑭
夜
学
の
眼
し
ば
ら
く
耳
へ
郭
公
　
　
　
　
　
　
鳧
来
（
粉
川
連
）

⑮
雲
浸
す
海
の
青
さ
や
小
春
凪
　
　
　
　
　
　
　
似
静
（
本
府
城
西
連
）

⑯
須
磨
は
ま
だ
潮
風
さ
む
し
初
桜
　
　
　
　
　
　
壷
中
（
本
府
城
西
連
）

な
ど
、
や
や
通
俗
的
の
気
味
は
あ
る
も
の
の
、
十
分
に
水
準
以
上
の
出
来
と
言
え
る
で
あ
ろ

う
。
特
に
⑬
⑭
な
ど
は
、
私
に
は
よ
く
で
き
た
句
だ
と
感
じ
ら
れ
る
。

ま
た
、
以
下
に
挙
げ
る
句
な
ど
は
、
芸
術
的
な
レ
ベ
ル
と
い
う
視
点
と
は
別
に
、
庶
民
生

活
の
機
微
を
詠
じ
て
い
る
点
で
、
現
代
人
に
は
微
笑
ま
し
く
好
意
的
に
受
け
取
ら
れ
る
句
と

言
え
よ
う
。

⑰
う
ち
と
け
た
仲
人
口
の
夜
長
か
な
　
　
　
　
　
柳
二
（
新
在
家
連
）

⑱
乳
の
匂
ふ
外
母
の
曠
着
や
土
用
干
し
　
　
　
　
似
□
（
粉
川
連
）

⑲
草
餅
に
和
ら
ぐ
春
や
嫁
姑
　
　
　
　
　
　
　
　
為
泉
（
日
高
藤
井
連
）

と
り
わ
け
⑱
は
、
地
元
の
俗
謡
に
「
お
ば
ば
ど
こ
行
く
、
一
升
二
升
三
升
ざ
る
さ
げ
て
、
嫁

の
在
所
へ
孫
抱
き
に
」
と
あ
る
が
（
注
二
一
）。
そ
ん
な
庶
民
の
幸
せ
を
絵
に
描
い
た
よ
う
な
、

見
事
な
発
想
の
人
事
句
で
は
あ
る
ま
い
か
。

私
に
と
っ
て
、
名
倉
連
の
俳
諧
が
興
味
の
対
象
と
な
る
の
は
、
何
よ
り
そ
れ
が
、
自
分
が

生
ま
れ
育
っ
た
地
の
先
人
達
の
営
為
で
あ
る
点
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
ん
な
私
的
な
感
慨
を

一
切
抜
き
に
し
て
、
名
倉
連
の
俳
諧
の
水
準
は
「
文
政
・
天
明
期
の
美
濃
派
末
流
の
地
方
俳

諧
」
と
い
う
語
か
ら
研
究
者
が
普
通
に
予
測
す
る
所
よ
り
は
、
は
る
か
に
高
い
所
に
あ
る
と

言
え
よ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
そ
れ
ら
が
全
て
当
時
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
資
料
で
あ
る
点
に
お
い

て
も
、
前
田
家
に
伝
え
ら
れ
た
名
倉
連
関
係
の
俳
諧
資
料
は
、
江
戸
末
期
の
地
方
庶
民
文
化

の
遺
産
と
し
て
、
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
総
括
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
注
二
一
）『
高
野
口
町
誌
　
下
巻
』
六
六
九
ペ
ー
ジ
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※
　
　
　
※
　
　
　
※
　
　
　
※
　
　
　
※
　
　
　
※

翻
刻
『
文
鵲
七
十
賀
俳
諧
集
』（
仮
称
）

名
倉
の
柳
吹
告
て
曰
社
中
の

古
俳
文
鵲
は
こ
と
し
七
旬
の
春

を
迎
え
て
寿
莚
を
開
き
願

糸
風
友
の
賀
章
に
は
松
の

千
代
に
寄
せ
竹
の
万
代
に
祝
す

寔
に
目
出
度
誕
辰
な
れ
は
ハ
彼

』〈
一
丁
表
〉

橘
治
に
便
し
て
梓
行
の
沙
汰

に
及
ハ
ん
と
す
よ
つ
て
是
か
序

詞
を
請
ふ
予
堅
く
辞
す
れ
と
も

ゆ
る
さ
ね
ハ
孤
燈
を
か
ゝ
け
て
禿

筆
を
恥
す
斯
申
送
り
ぬ

』〈
一
丁
裏
〉

中
和
亭

国
の
杖
曳
け
よ
子
の
日
の
遊
か
ら

老
も
小
松
に
若
か
え
る
野
辺
　
　
　
　
　
文
鵲

面
白
ふ
百
千
の
鳥
の
囀
り
て
　
　
　
　
　
　
李
渓
（
注
二
二
）

ち
よ
つ
と
硯
に
墨
摺
て
置
く
　
　
　
　
　
梧
山

質
店
の
隙
を
偸
ミ
て
連
歌
と
ハ
　
　
　
　
　
秋
英

』〈
二
丁
表
〉

命
婦
と
い
ふ
ハ
猫
の
事
な
り
　
　
　
　
　
五
漣

か
れ
是
と
は
や
夕
月
の
影
さ
し
て
　
　
　
　
湖
柳

も
ふ
馴
れ
て
あ
ろ

の
口
切
　
　
　

伊
僊

は
な
す
さ
へ
東
に
力
む
相
撲
好
　
　
　
　
　
巾
吹

一
里
二
百
は
安
ひ
駕
賃
　
　
　
　
　
　
　
可
全

御
祓
の
勿
体
な
さ
に
も
て
あ
ま
し
　
　
　
　
甫
三
（
注
二
三
）

』〈
二
丁
裏
〉

俄
な
雨
の
は
れ
る
の
も
つ
い
　
　
　
　
　
子
仙
（
注
二
四
）

蒔
餌
に
は
礼
を
わ
す
れ
て
群
る
鳩
　
　
　
　
翠
葉
（
注
二
五
）

謬
者
の
為
に
し
の
ふ
若
君
　
　
　
　
　
　
英
志
（
注
二
六
）

及
バ
ぬ
か
結
句
お
よ
ふ
も
恋
な
れ
や
　
　
　
琴
泉
（
注
二
七
）

明
行
く
空
に
虹
の
か
け
は
し
　
　
　
　
　
嚶
鳥
（
注
二
八
）

開
ら
ひ
て
は
見
す
と
も
花
の
誘
ひ
状
　
　
　
三
止
（
注
二
九
）

』〈
三
丁
表
〉

新
参
も
の
ゝ
名
も
新
三
郎
　
　
　
　
　
　
里
夕
（
注
三
〇
）

板
の
間
も
鏡
の
よ
ふ
に
ふ
き
立
て
　
　
　
　
柳
吹
（
注
三
一
）

つ
い
鰹
節
て
祝
ふ
朔
日
　
　
　
　
　
　
　
三
光
（
注
三
二
）

疱
瘡
も
か
る

く
嵯
峨
の
奥
迄
も
　
　
　
　
梧
山
（
注
三
三
）

岩
の
狭
間
を
落
る
流
れ
の
　
　
　
　
　
　
李
渓
（
注
三
四
）

耳
洗
ふ
許
由
も
見
え
す
蝉
の
声
　
　
　
　
　
五
漣
（
注
三
五
）

』〈
三
丁
裏
〉

禿
倉
の
名
さ
へ
高
き
松
の
木
　
　
　
　
　
秋
英
（
注
三
六
）

勝
公
事
に
寄
つ
て
一
樽
も
め
る
也
　
　
　
　
伊
僊
（
注
三
七
）

記
録
ハ
い
つ
か
古
ひ
年
号
　
　
　
　
　
　
湖
柳
（
注
三
八
）

身
に
替
え
ぬ
た
か
ら
も
今
の
貧
乏
に
　
　
　
可
全
（
注
三
九
）

見
れ
ハ
見
る
ほ
と
広
過
た
庭
　
　
　
　
　
巾
吹
（
注
四
〇
）

木
犀
の
匂
ひ
も
芬
と
月
の
晴
　
　
　
　
　
　
子
仙
（
注
四
一
）

』〈
四
丁
表
〉

き
ぬ
た
ハ
止
ん
て
鹿
の
遠
鳴
　
　
　
　
　
甫
三
（
注
四
二
）

粟
飯
を
寝
覚
の
里
に
も
て
な
さ
れ
　
　
　
　
英
志
（
注
四
三
）

世
を
こ
そ
□
れ
□
し
て
□
枕
　
　
　
　
　
翠
葉
（
注
四
四
）

白
浪
の
只
漫

く
と
果
も
な
し
　
　
　
　
　
柳
蛙
（
注
四
五
）

力
あ
る
た
け
舞
ひ
の
ほ
る
鳶
　
　
　
　
　
　
泉
（
注
四
六
）

麗
に
老
せ
ぬ
宿
の
花
咲
て
　
　
　
　
　
　
　
里
夕
（
注
四
七
）

』〈
四
丁
裏
〉

霞
汲
ミ
合
ふ
春
の
寿
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
吹
（
注
四
八
）

右
歌
仙
行
満
座

』〈
五
丁
表
〉

自
賛

道
ハ
つ
と
め
て
今
日
の
変
化
を
知
り

俳
諧
は
遊
ひ
て
行
脚
の
便
を
求
る
に
も

あ
ら
ね
と
塊
老
師
の
門
に
入
り
て
風

雅
に
遊
ふ
事
横
好
な
る
か
ら
双
松
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の
二
字
を
標
号
に
玉
は
り
し
か
其

』〈
六
丁
表
〉

松
の
葉
の
散
り
失
す
こ
と
し

七
十
の
齢
に
逢
え
と
行
衛
ハ
い
ま
た

健
か
な
れ
ハ
猶
蒼
髯
の
白
か
ら
ん

事
を
恥
ら
ハ
す
も

ま
た
欲
は
い
つ
ま
て
生
の
松
の
花

双
松
舎
文
鵲

父
翁
こ
と
し
七
旬
の
春
を
迎
え

』〈
六
丁
裏
〉

ら
れ
し
を
竹
の
一
章
を
も
て
祝
し
侍
り
て

雪
霜
の
障
り
も
見
え
す
か
さ
り
竹
　
　

息
嚶
鳥

名
倉
の
里
な
る
実
父
今
年

古
稀
の
春
を
迎
え
ら
れ
其
身
の

健
か
な
る
ハ
い
ふ
も
更
に
風
雅
ハ
若
き

よ
り
好
め
る
道
な
れ
ハ
例
の
五
七
五
を

』〈
七
丁
表
〉

も
て
い
つ
ま
て
生
の
松
の
花
と
自

讃
し
我
弟
ハ
竹
の
千
代
こ
め
て

い
わ
ゐ
ぬ
れ
ハ
予
は
又
雪

霜

髯
の
梅
を
詠
し
て
猶
萬
歳

の
寿
を
賀
し
侍
る

色
も
香
も
か
わ
ら
ぬ
梅
の
老
木
哉
　
　
名
手
李
渓

』〈
七
丁
裏
〉

文
鵲
老
人
の
古
稀
を
賀
し
て

七
十
を
八
千
世
の
芽
と
よ
玉
椿
　
　
　
　
　
鸞
仙

』〈
八
丁
表
〉

諸
君
子
よ
り
し
た
し
き
祝
章

を
送
り
玉
ハ
れ
と
事
繁
け
れ
ハ

几
上
に
残
し
て
爰
に
は
略
す

名
録

名
倉
連

雲
の
峰
ハ
流
れ
て
涼
し
天
の
川
　
　
　
　
　
里
夕

』〈
九
丁
表
〉

ち
る
や
松
葉
名
も
吹
上
の
浜
す
ゝ
し
　
　
　
湖
柳

諂
ハ
ぬ
姿
気
高
し
白
牡
丹
　
　
　
　
　
　
　
伊
僊
（
注
四
九
）

菊
の
名
ハ
酒
に
も
酌
め
る
節
句
哉
　
　
　
　
秋
英
（
注
五
〇
）

長
閑
さ
や
峰
に
動
か
ぬ
花
の
雲
　
　
　
　
　
巾
吹

投
網
と
小
竹
筒
を
抱
て
柳
陰
　
　
　
　
　
　
三
光

枯
は
て
た
草
の
実
と
見
る
霰
か
な
　
　
　
　
翠
葉

』〈
九
丁
裏
〉

恋
猫
や
お
な
し
思
ひ
の
縁
の
痩
　
　
　
　
　
柳
蛙

春
駒
や
手
綱
ゆ
る
し
て
休
む
芝
　
　
　
　
　
琴
泉

□
鳥
を
飼
ひ
つ
け
る
田
も
鳴
子
哉
　
　
　
　
子
仙
（
注
五
一
）

駒
鳥
や
雪
二
三
寸
四
寸
岩
　
　
　
　
　
　
　
甫
三

水
と
茶
の
栄
耀
は
か
り
や
冬
籠
　
　
　
　
　
可
全

章
魚
の
這
ふ
蜑
の
垣
根
や
そ
は
の
花
　
　
　
五
漣

』〈
十
丁
表
〉

乗
替
た
駕
籠
に
ぬ
く
ミ
や
春
の
雨
　
　
　
　
逸
中

見
渡
せ
は
水
の
世
界
や
五
月
雨
　
　
　
　
　
三
止

獅
子
の
間
を
開
ら
け
ハ
庭
に
牡
丹
哉
　
　
　
英
志

菖
蒲
葺
桧
皮
の
屋
ね
や
ち
り
松
葉
　
　
　
　
嚶
鳥

飼
牛
の
相
場
も
た
つ
や
春
の
雨
　
　
　
　
　
梧
山

虹
を
橋
と
見
る
葛
城
や
花
の
浪
　
　
　
　
　
柳
吹

』〈
十
丁
裏
〉

妙
寺
連

物
い
わ
ぬ
花
に
も
の
い
ふ
山
路
か
な
　
　
　
文
楊

霧
た
つ
や
不
二
の
け
む
り
の
行
衛
か
も
　
　
李
水
（
注
五
二
）

稲
守
り
の
け
ら
ひ
か
更
て
き
り

く
す
　
　
桑
落

鳴
る
秋
に
鳴
戸
静
か
や
け
ふ
の
月

中
飯
降
蕉
雨
（
注
五
三
）

新
在
家
連

』〈
十
一
丁
表
〉

む
ら
消
の
淡
雪
に
香
や
梅
の
花
　
　
　
　
　
其
扇

虚
に
吠
る
犬
に
出
て
見
る
寒
さ
哉
　
　
　
　
千
峯

う
ち
と
け
た
仲
人
口
の
夜
長
か
な
　
　
大
藪
柳
二
（
注
五
四
）

小
春
日
や
遠
見
の
雪
も
花
こ
ゝ
ろ
　
　
市
原
佳
柳
（
注
五
五
）

名
手
連

揚
て
あ
る
船
や
納
涼
の
借
座
鋪
　
　
　
　
　
互
嶺

』〈
十
一
丁
裏
〉

牛
飼
も
つ
な
き
迷
ふ
や
野
の
錦
　
　
　
　
　
一
方

隣
よ
り
香
こ
そ
我
家
え
東
風
の
梅
　
　
　
　
楽
山
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其
枝
の
影
も
小
春
や
帰
り
花
　
　
　
　
　
　
冠
志

養
父
入
の
土
産
や
母
え
御
所
噺
し
　
　
　
　
山
夕

捨
笠
を
つ
ら
ぬ
い
て
あ
り
芦
の
錐
　
　
　
　
霞
渓

焼
山
に
産
家
さ
か
す
か
孕
鹿
　
　
　
　
　
　
□
月
（
注
五
六
）

』〈
十
二
丁
表
〉

よ
ご
れ
手
て
朝
日
お
か
む
や
植
乙
女
　
　
　
李
渓
（
注
五
七
）

打
寄
る
浪
は
野
分
か
尾
花
鮎
　
　
　
　
　
　
一
来
（
注
五
八
）

粉
川
連

公
家
領
に
住
む
て
若
菜
の
貢
哉
　
　
　
　
　
筝
賀

嗽
す
る
雪
の
雫
や
富
士
詣
　
　
　
　
　
　
　
鞁
鶏

笘
揚
て
八
幡
拝
め
ハ
ほ
と
ゝ
き
す
　
　
　
　
伊
潮

』〈
十
二
丁
裏
〉

淋
し
さ
を
ひ
と
つ
に
実
の
る
朝
か
な
　
　
　
梅
雅
（
注
五
九
）

乳
の
匂
ふ
外
母
の
曠
着
や
土
用
干
　
　
　
　
似
□
（
注
六
〇
）

谷
深
ふ
春
も
届
ひ
て
匂
ひ
鳥
　
　
　
　
　
　
星
朝

其
行
ハ
愚
痴
か
ら
も
出
つ
寒
念
仏
　
　
　
　
静
寿

か
ら
け
た
る
裾
を
お
ろ
せ
ハ
あ
ら
れ
哉
　
　
亀
友

駒
に
水
飼
へ
ハ
啼
止
む
蛙
か
な
　
　
　
　
　
如
動

』〈
十
三
丁
表
〉

花
守
の
花
に
気
の
付
く
夕
部
哉
　
　
　
　
　
玉
水

霞
汲
て
行
ハ
我
家
も
か
す
み
哉
　
　
　
　
　
燕
司

雪
車
な
ら
て
車
に
積
む
や
淀
の
雪
　
　
　
　
柳
枝

啼
足
ら
ぬ
声
も
風
情
や
初
雲
雀
　
　
　
　
釈
湖
雲

虫
も
ま
た
穴
を
出
兼
る
余
寒
哉
　
　
　
　
　
志
逸

卯
の
花
や
桜
か
ら
又
后
の
雪
　
　
　
　
　
　
如
梅

』〈
十
三
丁
裏
〉

茅
の
輪
か
ら
ぬ
け
て
新
に
け
さ
の
秋
　
　
　
□
涼
（
注
六
一
）

月
は
れ
て
数
も
よ
ま
れ
つ
渡
る
雁
　
　
　
　
辛
夷

夜
学
の
眼
し
ハ
ら
く
耳
え
郭
公
　
　
　
　
　
亀
来
（
注
六
二
）

諸
方
文
通

日
高
藤
井
連

月
な
ら
て
闇
の
枝
折
を
水
鶏
哉
　
　
　
　
　
秀
□
（
注
六
三
）

』〈
十
四
丁
表
〉

草
餅
に
和
ら
く
春
や
嫁
姑
　
　
　
　
　
　
　
為
泉

貫
之
は
土
佐
に
て
喰
ん
は
つ
鯨
　
　
　
　
　
佳
青

十
分
の
秋
や
こ
ほ
る
ゝ
稲
の
露
　
　
　
　
　
周
白

本
府
城
西
連

雲
隠
す
海
の
青
き
や
小
春
凪
　
　
　
　
　
　
似
静

須
磨
ハ
ま
た
潮
汐
風
さ
む
し
初
桜
　
　
　
　
壷
中
（
注
六
四
）

涼
風
や
蓮
の
浮
葉
の
裏
も
見
せ
　
　
　
　
　
英
水

』〈
十
四
丁
裏
〉

（
注
二
二
）
作
者
、「
里
夕
」
と
あ
っ
た
上
に
「
李
渓
」
と
朱
筆
の
貼
紙
で
訂
正
。

（
注
二
三
）「
も
て
あ
ま
し
」
の
「
も
て
」、「
持
」
と
あ
る
の
を
見
せ
消
ち
訂
正
。

（
注
二
四
）
作
者
、「
子
仙
」
と
あ
っ
た
の
を
「
改
翠
葉
」
と
朱
で
傍
書
。

（
注
二
五
）
作
者
、「
子
仙
」
と
あ
っ
た
の
を
「
改
翠
葉
」
と
朱
で
傍
書
。

（
注
二
六
）
作
者
、「
翠
葉
」
と
あ
っ
た
の
を
「
改
英
志
」
と
朱
で
傍
書
。
さ
ら
に
そ
の
上
部
に
「
英
志
」
と
墨
書
。

（
注
二
七
）「
バ
」
の
濁
点
あ
り
。
作
者
、「
英
志
」
と
あ
っ
た
の
を
「
改
里
夕
」
と
朱
で
傍
書
し
、
更
に
そ
の
下
に

「
改
柳
吹
」
と
朱
書
し
、
さ
ら
に
上
部
に
「
琴
泉
」
と
朱
書
。

（
注
二
八
）
作
者
、「
琴
泉
」
と
あ
っ
た
の
を
「
改
柳
吹
」
と
朱
で
傍
書
し
、
更
に
そ
の
下
に
「
里
夕
」
と
朱
書
し
、

更
に
に
上
部
に
「
柳
蛙
」
と
朱
書
し
、
更
に
上
部
に
「
嚶
鳥
」
と
墨
書
。

（
注
二
九
）
作
者
、「
柳
吹
」
と
あ
っ
た
上
に
「
三
止
」
と
朱
筆
の
貼
紙
で
訂
正
。

（
注
三
〇
）
作
者
、「
三
止
」
と
あ
っ
た
の
を
「
嚶
鳥
」
と
朱
で
傍
書
し
、
更
に
そ
の
傍
ら
に
「
里
夕
」
と
墨
書
。「
三

止
」
の
下
部
に
「
柳
吹
」
と
記
す
も
墨
滅
。

（
注
三
一
）
作
者
、「
嚶
鳥
」
と
あ
っ
た
の
を
「
三
光
」
と
朱
で
傍
書
し
、
更
に
そ
の
上
部
に
「
改
琴
泉
」
と
朱
書

し
、
更
に
上
部
、
句
の
左
側
に
「
柳
吹
」
と
朱
書
。「
嚶
鳥
」
の
下
部
に
「
柳
吹
」
と
墨
書
。

（
注
三
二
）
作
者
、「
三
光
」
と
あ
っ
た
の
を
「
逸
中
」
と
朱
で
傍
書
し
、
更
に
そ
の
上
部
に
「
改
李
渓
」
と
朱
書

し
、
更
に
句
の
左
側
に
「
柳
蛙
」
と
朱
書
、
そ
の
上
部
に
「
里
夕
」
と
朱
書
し
墨
滅
。
最
終
的
に
、
最
初
の
「
三

光
」
が
生
き
る
と
判
断
し
た
。

（
注
三
三
）
作
者
、「
山
」
と
あ
っ
た
上
に
「
逸
中
」
と
墨
書
の
貼
紙
。
更
に
そ
れ
に
「
梧
山
」
と
朱
で
傍
書
。

（
注
三
四
）
作
者
、「
夕
」
と
あ
っ
た
の
を
「
秋
英
」
と
朱
で
傍
書
し
、
更
に
そ
の
上
部
に
「
李
渓
」
と
朱
書
。

（
注
三
五
）
作
者
、「
山
」
と
あ
っ
た
上
に
「
鵲
」
と
墨
書
の
貼
紙
。
更
に
そ
れ
に
「
五
漣
」
と
朱
で
傍
書
。

（
注
三
六
）
作
者
、「
英
」
と
あ
っ
た
の
を
「
巾
吹
」
と
朱
で
傍
書
し
、
更
に
そ
の
上
部
に
「
秋
英
」
と
朱
書
。

（
注
三
七
）
作
者
、「
漣
」
と
あ
っ
た
の
を
「
可
全
」
と
朱
で
傍
書
し
、
更
に
そ
の
上
部
に
「
伊
僊
」
と
朱
書
。

（
注
三
八
）
作
者
、「
柳
」
と
あ
っ
た
の
を
「
甫
三
」
と
朱
で
傍
書
し
、
更
に
そ
の
上
部
に
「
湖
柳
」
と
朱
書
。

（
注
三
九
）
作
者
、「
僊
」
と
あ
っ
た
の
を
「
子
仙
」
と
朱
で
傍
書
し
、
更
に
そ
の
上
部
に
「
可
全
」
と
朱
書
。

（
注
四
〇
）
作
者
、「
吹
」
と
あ
っ
た
の
を
「
翠
葉
」
と
朱
で
傍
書
し
、
更
に
そ
の
上
部
に
「
可
全
」
と
朱
書
し
、
そ

れ
に
「
巾
吹
」
を
重
ね
書
き
。
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（
注
四
一
）
作
者
、「
山
」
と
あ
っ
た
の
を
「
英
志
」
と
朱
で
傍
書
し
、
更
に
そ
の
上
部
に
「
子
仙
」
と
朱
書
。

（
注
四
二
）「
遠
鳴
」
の
「
鳴
」、「
声
」
と
あ
っ
た
の
を
見
せ
消
ち
訂
正
。
作
者
、「
葉
」
と
あ
っ
た
の
を
「
甫
三
」
と

朱
で
傍
書
。

（
注
四
三
）
作
者
、「
三
」
と
あ
っ
た
の
を
「
英
志
」
と
朱
で
傍
書
。

（
注
四
四
）
作
者
、「
全
」
と
あ
っ
た
の
を
「
翠
葉
」
と
朱
で
傍
書
。
句
本
文
難
読
。

（
注
四
五
）
作
者
、「
蛙
」
と
あ
る
所
に
「
柳
蛙
」
と
朱
で
傍
書
。

（
注
四
六
）
作
者
名
一
字
表
記
。
琴
泉
の
こ
と
か
。

（
注
四
七
）
作
者
、「
宗
匠
」
と
あ
っ
た
の
を
「
里
夕
」
と
墨
書
の
貼
紙
。

（
注
四
八
）
作
者
、「
嚶
鳥
」
と
あ
っ
た
の
を
「
柳
吹
」
と
墨
書
の
貼
紙
。

（
注
四
九
）
句
は
「
紅
白
も
ち
り
て
は
お
な
じ
な
し
畠
」
と
あ
っ
た
上
に
付
箋
で
入
替
え
。
筆
跡
は
江
阿
坊
。

（
注
五
〇
）
句
は
「
焼
捨
て
た
炭
竈
も
あ
り
山
さ
く
ら
」
と
あ
っ
た
上
に
付
箋
で
入
替
え
。
筆
跡
は
江
阿
坊
。

（
注
五
一
）
句
本
文
、
一
字
難
読
。

（
注
五
二
）
句
は
「
は
つ
雪
や
富
士
も
裾
野
へ
配
り
か
ね
」
と
あ
っ
た
上
に
付
箋
で
入
替
え
。
筆
跡
は
江
阿
坊
。

（
注
五
三
）「
中
飯
降
」
は
伊
都
郡
中
飯
降
村
。
妙
寺
村
の
東
〜
北
方
に
隣
接
す
る
。
現
・
か
つ
ら
ぎ
町
中
飯
降
。

（
注
五
四
）「
大
薮
」
は
伊
都
郡
大
薮
村
。
現
・
か
つ
ら
ぎ
町
大
薮
。

（
注
五
五
）「
市
原
」
は
、
伊
都
郡
丁
野
町
村
（
現
・
か
つ
ら
ぎ
町
丁
ノ
町
）
の
東
方
の
小
名
。

（
注
五
六
）
作
者
名
、
一
字
難
読
。

（
注
五
七
）「
ご
」、
濁
点
あ
り
。

（
注
五
八
）
句
は
「
橋
立
や
切
れ
戸
は
青
き
雪
の
朝
」
と
あ
っ
た
上
に
付
箋
で
入
替
え
。
筆
跡
は
文
鵲
。

（
注
五
九
）
句
は
「
古
里
に
過
た
る
秋
や
鹿
の
声
」
と
あ
る
の
を
張
り
紙
で
訂
正
。
筆
跡
は
江
阿
坊
。「
朝
」
と
判
断

し
た
が
、
誤
読
の
可
能
性
あ
り
。
後
考
を
待
つ
。

（
注
六
〇
）
作
者
名
、
一
字
難
読
。

（
注
六
一
）
作
者
名
、
一
字
難
読
。

（
注
六
二
）
句
は
「
春
雨
に
昼
も
朧
や
な
し
の
花
」
と
あ
っ
た
上
に
付
箋
で
入
替
え
。
筆
跡
は
江
阿
坊
。

（
注
六
三
）
作
者
名
、
一
字
難
読
。

（
注
六
四
）「
初
桜
」
は
貼
紙
。
下
の
文
字
は
判
読
不
能
。
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